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今月の表紙

なかよしビーバー

撮影者　天日　守さん

　ボーイスカウトのビー
バー隊（年長～小学２年生）
と保護者のみなさんで市内
のゴミ清掃！
　これでまちはピッカピ
カ！

　

表紙を飾る写真を募集中！

提出先/問い合わせ

市役所２階企画振興課

拶３９‐２３０４

人人口口とと世帯世帯数数
１８年３月末（前月比）

(-223)25,117人　口

(- 112)１３,170女

(- 111)11,947男

(- 203)21,364富良野

(- 13)2,488山　部

(- 7)1,２65東　山

(-76)10,642世帯数

(- 68)9,236富良野

(- 4)1,009山　部

(- 4)397東　山

占冠村

今年も鵡川で

ラフティング！

　占冠村を流れる鵡川は、北海道でもトッ
プクラスのエキサイティングリバー！
　落差が大きく川幅が狭いので「このスリ
ル感がたまらない」と毎年大好評。
　自然に圧倒されながら下るツアーを、ぜ
ひ体験してみてください。

鰹問 経済課産業グループ　  拶５６－２１２１

中富良野町

総合スポーツセンタープールオープン！

　総合スポーツセンタープールが、５月
１日にオープンしました。屋内にあり、泳
ぐだけでなく健康増進のための歩行用
プールも完備しています。
利用期間　５月１日～１０月３１日
利用時間　月～土曜日　１０：００～２０：００
　　　　　日曜・祝日　１０：００～１６：３０
入場料（町外）　大人500円　小人２５０円

鰹問 総合スポーツセンター

拶４４－２３２３　

上富良野町

天体観測会の開催 ～わたしの星大発見～

　夜空の天体観測会を上富良野西小学校
チャレンジ天文台で開催します。
　夜空に輝く星を眺めて「無限のロマン」
を感じてみませんか？
　季節にあわせた星座鑑賞などの天体観
測会を毎月開催しますので、ぜひ楽しんで
ください（雨天などの場合は、天体ビデオ
鑑賞に変更します）

鰹問 社会教育総合センター
　　　　　　拶４５－5511

南富良野町

　カヌーラフティングに

　挑戦しませんか

　湖面にカヌーを滑らせながら見上げる
景色に感動！空知川の急流をゴムボート
で下るラフティングのスリルに絶叫！
　初めての方でもご家族でも気軽に楽し
める各種スクールとツアーを用意してお
待ちしています。

鰹問 観光協会　 拶５２－２１７８
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平
成
　
年
度
市
民
参
加
手
続
の
実
施
結
果

１７

　
市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
行
な
う
上
で
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
事
前
に
情
報
を
お
知
ら
せ
し
、
意
見
を
聴

く
市
民
参
加
を
積
極
的
に
進
め
る
た
め
、「
情
報
共

有
と
市
民
参
加
の
ル
ー
ル
条
例
」
を
つ
く
り
、
平
成

　
年
７
月
か
ら
市
民
参
加
手
続
を
実
施
し
て
き
ま

１７し
た
。

　
今
回
は
そ
の
実
施
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
こ
の
条
例
は
市
民
参
加
の
実
践
を
積
み
な
が
ら
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
育
て
て
い
く
条
例
で
す
。

　「
と
も
に
考
え
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
に
、
情

報
共
有
と
市
民
参
加
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
改
善
点

な
ど
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
鰹問 
企
画
振
興
課
　
拶
３
９
‐
２
３
０
４
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その他（参加数又は意見件数）
パブリックコメント
（意見件数）

審議会
（審議回数）

市の仕事の内容分類

●意見交換会（18人）●（12件）公の施設管理運営方針の作成（指定管理者制度導入）

計
画
・
方
針
づ
く
り

●（０件）●（ １回）地域防災計画の変更

●（０件）●（ １回）使用料・手数料設定基準の作成

●（１件）●（ １回）ごみ処理計画の変更（平成17～22年度）　

●アンケート（213人）●（０件）●（ ５回）介護保険事業計画・高齢者保健福祉計画の作成　※１

●（０件）●（ ２回）地域福祉計画の作成

●（４件）●（ １回）障がい者計画の見直し

●（０件）●（ ６回）社会教育中期計画の作成  (平成18～22年度）

●（０件）●（ ５回）社会体育中期計画の作成（平成18～22年度）

●アンケート（372人）●（１件）健康増進計画の作成

●●縦覧2回　（0件）森林整備計画の変更　※２

●（０件）農業経営基盤強化促進基本構想の見直し

●（０件）●（ ２回）国民健康保険税の税率等の改定  市
民
が
負
担

  す
る
料
金

●アンケート（213人）●（０件）●（ ５回）介護保険料率の改定　※１

●（１件）中心街活性化センター設置（指定管理者制度導入、利用料設定など）

●意見交換会（2人）山部地区生活改善センター特殊浴場使用料の改定

●意見交換会（218人）新入学児童交通傷害保険の保険料市費負担の廃止制
度
変
更
・
そ
の
他

●（８件）●（ １回）市立富良野図書館の開館時間変更

●意見交換会（1人）市職員住宅の公営住宅移行

●（ １回）市民参加手続の実施状況評価・推進

●（ ３回）行政改革推進計画の実施状況評価・推進

●（ ６回）農産加工の方向性の検討

９手続１5手続１４手続
２３件計

３８手続

　※１は計画づくりと市民が負担する料金に関することの２つの案件について併せて市民参加手続を行いました。
　※2は計画の変更について異なる変更内容ごとに市民参加手続を行いました。

● 平成17年度に実施した市民参加手続一覧

情報共有と市民参加のルール条例

平成１７年度 市民参加手続の実施結果
～あなたの参加はいくつありましたか～

　

事
業　

手
続
実
施

２３

３８

　
平
成
　
年
度
の
市
民
参
加
手
続

１７

は
、　

件
の
市
の
仕
事
に
つ
い
て
、

２３

　
の
市
民
参
加
手
続
を
行
い
ま
し
た
。

３８　
そ
れ
ぞ
れ
の
内
訳
は
次
の
と
お

り
で
す
。
平
成
　
年
度
は
計
画
づ

１７

く
り
に
対
す
る
実
施
が
多
く
、
手

続
の
方
法
で
は
、
従
来
か
ら
行
な

わ
れ
て
き
た
審
議
会
の
ほ
か
、
広

く
市
民
参
加
が
期
待
で
き
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
（
市
民
意

見
提
出
手
続
）
の
新
た
な
方
法
が

多
く
実
施
さ
れ
る
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

　
な
お
、
参
加
し
た
市
民
総
数
は

１
，
２
４
８
名
（
審
議
会
は
委
員

の
定
数
で
計
算
）
で
し
た
。

【
実
施
事
業
の
内
訳
】

・
計
画
や
方
針
づ
く
り
　
　
　
件
１３

・
市
民
が
負
担
す
る
料
金
　
４
件

・
そ
の
他
（
制
度
変
更
等
）
６
件

【
実
施
手
続
方
法
の
内
訳
】

・
審
議
会
　
　
　
　
　
　
　
手
続

１４

・
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
　
　
手
続

１５

・
そ
の
他
（
意
見
交
換
会
等
）　

                                 ９
手
続

審
議
会
平
均
２
回
開
催　

　
　
　

公
募
委
員
１
割

　
審
議
会
で
は
、　

の
審
議
会
で

１４

延
べ
　
回
会
議
が
開
催
さ
れ
、
平

４０

均
２
回
程
度
の
開
催
と
な
り
ま
し
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市民参加手続の あれこれ

市民政策提案手続
　市民が自発的に提案する場合と、
市が募集するテーマに提案する場
合の二通りがあり、市民から提案
された内容は、市が実現に向け検
討を行いその結果を公表する手続
きです。政策とは意見や要望のみではなく、課題
解決に向けた具体的な手段や方策のことです。

パブリックコメント手続
　計画を作ったり制度を変更するときに、その原

案をあらかじめ示し、それについて市民の意見を

　　　　　　  　広く募集し、その結果を公表す

　　　　　　　 る手続です。比較的多くの市民

                         が 参加しやすい方法です。

　市民参加手続とは、市の仕事を決める前に市民の皆さ
んの意見を聴き、市の仕事に反映させる手続です。
　次のとおりさまざまな手続の方法があります。

審議会
　市から依頼された市民委員が特定のテーマに
ついて、検討（調査研究）するために設置される
会議のことです。会議は原則として公開（傍聴可
能）、会議録の公表を行ないます。市民委員には、
専門知識のある方や関係団体から選ばれるほか、
多様な意見を反映させるため、公募委員を取り入
れるものもあります。

意見交換会
ワークショップ
　意見交換会やワークショップは、市民と市、あ
るいは市民同士が対話を通じて意見を交換し、課
題解決に向けた方向性を見出す方法で、その結果
を公表する手続です。対話によりきめ細かな説明
や意見交換ができる方法です。

その他の市民参加手続
　公聴会、アンケート調査、縦覧など

鰹問 企画振興課広聴広報係
 拶３９‐２３０４

た
。
た
だ
し
、
こ
の
中
に
は
２
カ

年
に
わ
た
り
継
続
審
議
し
て
い
る

も
の
や
、
審
議
内
容
に
応
じ
て
部

会
に
分
け
て
、
検
討
を
行
な
っ
た

審
議
会
も
あ
り
ま
す
。

　
審
議
会
の
公
募
委
員
は
、
全
体

の
１
割
程
度
（
　
審
議
会
で
公
募
委

１２

員
　
名
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後

２３
も
多
様
な
意
見
を
審
議
に
取
り
入

れ
る
た
め
委
員
の
公
募
を
進
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
審
議

会
の
透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
、

会
議
日
程
の
事
前
公
表
、
会
議
の

公
開
（
傍
聴
）、
会
議
録
の
公
表
を

行
い
ま
し
た
が
、
会
議
日
程
や
会

議
録
の
公
表
が
遅
れ
る
も
の
も
あ

り
課
題
が
残
り
ま
し
た
。
な
お
、

傍
聴
者
数
は
４
名
で
し
た
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続　

　

意
見
提
出　

件
・
反
映
５
件
　

２７

　
市
の
原
案
に
対
し
て
、
市
民
の

意
見
を
聴
く
新
た
な
方
法
で
あ
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
で
は
、

　
件
実
施
し
、
意
見
提
出
者
数
は

１５　
名
、
意
見
提
出
数
は
　
件
あ
り

12

27

ま
し
た
。
意
見
提
出
の
う
ち
市
の

最
終
決
定
に
反
映
ま
た
は
採
用
さ

れ
た
意
見
は
５
件
で
し
た
。

　
意
見
提
出
の
中
に
は
今
後
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
意
見
も
あ
り
ま

し
た
が
、
意
見
の
提
出
が
な
か
っ

た
事
業
が
９
件
あ
り
、
全
体
の
６

割
に
も
及
び
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

は
、
原
案
に
賛
同
し
て
い
た
だ
け

た
の
か
、
原
案
の
説
明
が
分
か
り

づ
ら
か
っ
た
の
か
な
ど
、
今
後
検

証
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
は
、

意
見
を
お
持
ち
の
市
民
に
広
く
発

言
の
機
会
を
提
供
で
き
、
意
見
提

出
の
際
の
制
約
も
比
較
的
少
な
い

な
ど
の
利
点
か
ら
、
今
後
も
多
く

実
施
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
よ
り
多
く
の
意
見
提
出
が
な

さ
れ
る
よ
う
、
市
か
ら
の
情
報
を
、

よ
り
わ
か
り
や
す
く
す
る
な
ど
一

層
の
創
意
工
夫
が
必
要
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

実
施
結
果
の
評
価

　
初
年
度
の
実
施
は
「
市
民
参
加

の
場
」
の
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
周
知
不
足
で

十
分
な
参
加
が
得
ら
れ
な
か
っ
た

も
の
や
、
意
見
を
反
映
し
き
れ
な

か
っ
た
も
の
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
今
後
は
市
民
参
加
の
質
の
向
上

の
た
め
、
実
施
結
果
を
も
と
に
、

市
民
で
組
織
す
る
「
市
民
参
加
制

度
調
査
審
議
会
」
に
評
価
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
結
果
は
広

報
紙
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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 ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者
制
度
導
入
（
素
案
）

  ～
利
用
時
間
・
利
用
料
の
見
直
し
含
む
～

導
入
に
あ
た
っ
て
　

　
持
続
可
能
な
市
民
の
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を

め
ざ
し
、
民
間
の
能
力
を
活
用
し

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、

平
成
　
年
度
か
ら
「
富
良
野
ス

１９

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
」
に
指
定
管
理

者
制
度
（
※
）
を
導
入
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
施
設
の
利
用
時

間
の
拡
大
や
利
用
料
の
見
直
し
を

あ
わ
せ
て
行
な
い
ま
す
。
利
用
料

の
見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
、「
使
用

料
・
手
数
料
の
設
定
基
準
」（
平
成

　
年
３
月
作
成
）
に
も
と
づ
き
算

１８出
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
制
度
導
入
及
び
利

用
時
間
・
利
用
料
見
直
し
に
伴
い

条
例
の
改
正
を
行
な
い
ま
す
。

※
指
定
管
理
者
制
度
と
は

　
民
間
が
公
の
施
設
の
管
理
運
営

を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
制
度
で

す
。
こ
れ
に
よ
り
効
果
的
で
効
率

的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
時
期

　
平
成　

年
４
月
１
日
か
ら

19

指
定
管
理
者
の
選
定
方
法

　
公
　
募

　（
公
募
に
よ
り
効
果
的
・
　
効
率

　
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
提
案
を

　
受
け
指
定
管
理
者
を
選
定
）

利
用
時
間
の
拡
大　

　
表
１
の
と
お
り

利
用
料
の
改
定

　
主
な
改
定
内
容
は
表
２
の
と
お
 り

　　
団
体
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
に

１
時
間
単
位
の
専
用
利
用
を
設
定

し
ま
し
た
。

　
な
お
、
利
用
時
間
及
び
利
用
料

の
範
囲
内
で
指
定
管
理
者
が
設
定

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
（
市
民
意
見
提
出
手
続
）

   　
　

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
 

                           

                       　
市
で
は
、
情
報
共
有
と
市
民
参
加
の
ル
ー
ル
条
例
に
も
と
づ
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
を
実
施
し
ま
す
。

                       　
今
回
意
見
を
募
集
す
る
市
の
仕
事
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。
全
文
は
行
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
１
階
）、
山
部
・
東
山
支
所
、
担
当
課
、

　
　
　
　
　
　
　
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
 公
表
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッククククククククククククククククククククココココココココココココココココココココメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメンンンンンンンンンンンンンンンンンンンントトトトトトトトトトトトトトトトトトトト手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続 意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方パブリックコメント手続　意見提出方法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆　意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見をををををををををををををををををををを提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出ででででででででででででででででででででききききききききききききききききききききるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方意見を提出できる方　◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆　　　　　　　　
　虚市内に住んでいる方　　　許市内で働いている方
　距市内で学んでいる方　　　鋸市内に事業所等がある法人や団体

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆　意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法意見提出方法　◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
   ・封書・ファックス・電子メールなど書面や録音テープでお寄せください。
　　　（直接提出・公表場所設置の意見箱への投函も可能）
　・意見を提出するときは、住所・氏名などを記入してください。氏名などは公
　　 表しませんが、記入がない意見には回答できない場合もあります。
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市民の意見をお寄せください
　［意見募集期間］

　　５月１日鰹月 ～２２日鰹月 

スポーツセンター指定管理者制度導入(素案）

学校開放の利用料導入（素案）

に対する問い合わせ

教育委員会スポーツ課

〒０７６‐8555

富良野市桂木町５番１０号　維23‐3292
胃22‐1873

電子メール

sports-k@city.furano.hokkaido.jp

導
入
に
あ
た
っ
て
　

　
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
普
及

振
興
を
図
る
た
め
、
市
内
の
小
学

校
・
中
学
校
　
校
の
施
設
（
体
育

１５

館
や
校
庭
な
ど
）
を
学
校
教
育
上

支
障
の
な
い
範
囲
で
住
民
利
用
を

を
可
能
に
す
る
学
校
開
放
を
行

な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
使
用
料
・

手
数
料
設
定
基
準
に
も
と
づ
き
、

公
平
の
原
則
に
よ
り
利
用
負
担
を

学
校
開
放
の
利
用
料
導
入
（
素
案
）

平成１９年度～現在使用区分

全日共通午前・午後・夜間 料金設定
個
人
利
用

５０円
７０円
１００円

２０円
５０円
７０円

 小中学生
 高校生
 一般

１時間単位
※電気料含む

午前・午後・夜間・全日
　※電気料別　　

 料金設定

ス
ポ
ー
ツ
行
事

専

用

利

用

※４時間利用（１時間単価）
４,０００円（１,０００円）

５,６００円（１,4００円）

７,２００円（１,8００円）

※午後（４時間利用）
２,１００円
４,２００円
４,２００円

 

小中学生

 高校生

 一般

ア
リ
ー
ナ

３,２００円（　8００円）１,５７０円 柔剣道室・弓道場

１時間３００円１時間 420円
登録団体のスポーツ
活動・練習　　　

利
用
料
金
に
つ
い
て

　
表
３
の
と
お
り
（
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
の
登
録
団
体
の
利
用
料
の

半
額
の
設
定
と
し
ま
し
た
。）

減
免
措
置
に
つ
い
て

　
青
少
年
の
健
全
育
成
を
推
進
す

る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
利

用
す
る
場
合
は
無
料
（
利
用
料
免

除
）
と
し
ま
す
。

※なお、利用目的によって減免措置があります。

【表２】スポーツセンター利用料の主な改定内容（素案）

い
た
だ
く
た
め
、
利
用
料
を
導
入

す
る
も
の
で
す
。

　
な
お
、
利
用
料
の
導
入
に
伴
い
、

新
た
に
条
例
を
つ
く
り
ま
す
。

利
用
料
の
導
入
時
期　

　
平
成　

年
４
月
１
日
か
ら

19

利
用
団
体
登
録
制

　
学
校
施
設
を
ス
ポ
ー
ツ
活
動
で

利
用
を
希
望
す
る
団
体
は
登
録
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

原
案
検
討
経
過

・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
で
審
議

・
体
育
指
導
委
員
と
の
協
議
　
　

　今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
平
成
　
年
6
月

18

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

結
果
公
表

　
条
例
（
案
）
議
会
提
案
・
審
議

・
平
成
　
年
　
月
～
　
月

18

10

12

　
指
定
管
理
者
の
公
募
・
選
定
議

　
会
審
議

・
平
成
　
年
4
月

19

　
指
定
管
理
者
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ

　
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
開
始

　（
利
用
時
間
・
利
用
料
の
変
更
）

　
学
校
開
放
利
用
料
の
導
入
開
始

平成１９年度～現在利用の曜日

9:00～22:009:00～21:00月曜日～土曜日

8:00～18:009:00～１７:00日曜日及び祝日

【表１】　スポーツセンター利用時間の拡大（素案）

利用料（平成１９年度～）利用施設

1時間150円
（営利目的の利用は5倍）

体　育　館

無　　料校　　　庭

その都度協議その他の施設

【表３】学校開放の利用料導入（素案）

※なお、スポーツ少年団の利用は無料です。
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未
利
用
財
産
利
活
用

基

本

方

針

（

案

）

利
活
用
の
必
要
性

　
市
の
財
政
状
況
の
悪
化
す
る
中
、

用
途
廃
止
な
ど
に
よ
る
未
利
用
財

産
の
増
加
に
よ
り
維
持
管
理
業
務

や
経
費
が
増
加
す
る
一
方
で
、
成

果
重
視
の
行
政
運
営
が
求
め
ら
れ
、

未
利
用
財
産
へ
の
市
民
利
用
ニ
ー

ズ
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

伴
い
、
貸
付
、
売
却
に
よ
る
使
用

料
や
固
定
資
産
税
の
財
源
確
保
な

ど
、
積
極
的
な
市
の
公
有
財
産
の

活
用
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
市
の
公
有
財
産
の
活

用
を
市
民
に
積
極
的
に
公
表
し
、

市
民
共
有
の
財
産
の
適
正
な
管
理

と
、
公
平
、
公
正
で
透
明
性
の
あ

る
利
活
用
（

処
分
）
の
推
進
を
図
る

た
め
、
未
利
用
財
産
の
利
活
用
の

基
本
的
な
考
え
方
を
基
本
方
針
と

し
て
定
め
、
こ
れ
に
も
と
づ
き
利

活
用
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

基
本
方
針
の
概
要

虚
基
本
的
な
考
え
方

　

市
の
公
有
財
産
の
現
状
の
利
活

用
処
分
に
お
け
る
課
題
を
踏
ま
え
、

未
利
用
財
産
を
公
平
、
公
正
に
積

極
的
な
有
効
活
用
を
図
る
た
め
次

の
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
個
別
財

産
毎
に
利
活
用
方
針
を
決
定
し
ま
す
。

・
 
未
利
用
財
産
の
利
活
用
方
針
の
明

　
確
化
と
積
極
的
な
市
民
へ
の
公
表

・
不
用
財
産
の
積
極
的
な
民
間
へ

　
の
売
却

・
民
間
へ
の
貸
付
に
よ
る
有
効
活
用

・
公
共
団
体
等
へ
の
利
用
処
分
の
 

 　
優
先

許
利
活
用
方
針
の
決
定

　

次
の
未
利
用
財
産
を
対
象
に
、

個
別
に
利
活
用
方
針
を
決
定
し
活

用
（

処
分
）

を
進
め
ま
す
。
な
お
、

必
要
に
応
じ
関
係
す
る
市
民
か
ら

の
意
見
を
求
め
た
上
で
決
定
し
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
未
利
用
財
産
】

・
用
途
廃
止
（
廃
止
予
定
含
む
）
財
産

・
地
域
振
興
や
周
辺
の
環
境
保
全
の
た

　
め
早
期
利
活
用
が
必
要
な
財
産

・
民
間
で
の
需
要
が
期
待
さ
れ
る
財
産

・
市
の
事
業
上
、
優
先
的
に
処
分

　
が
必
要
な
財
産

・
市
民
か
ら
払
下
げ
・
貸
付
の
要

　
望
が
あ
る
財
産

※
想
定
さ
れ
る
未
利
用
財
産
は
、

　

９
頁
の
表
の
と
お
り

パブリックコメント手続

　　　　（市民意見提出手続）

~ 未利用財産利活用の事務の流れ ~

葛利活用財産の選定・調査
                          　　（ 担当課協議 ）

葛個別財産の利活用方針の検討
                             　   (庁内の検討委員会で検討)

葛利活用方針の決定
          　　 （必要に応じ関係地域住民等との協議）

　　　　

　　　　　　　　

 　  

　　　　　

　  　
　　

 

　

葛財産の利活用方針の公表
                          　　（ 広報紙等 ）

葛具体的な利活用手続き開始
                          　　（ 入札／契約事務 ）

原
案
検
討
経
過

　
庁
内
関
係
課
担
当
者
検
討
会
議

で
協
議
し
原
案
作
成

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

平
成
　
年
５
月
　
日

１８

１１

　
市
民
と
の
意
見
交
換
会
の
開
催

　（
詳
細
は
お
知
ら
せ
版
４
月
号
）

平
成
　
年
６
月

１８

・
基
本
方
針
決
定

・
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
の

　
検
討
結
果
公
表

平
成
　
年
７
月
以
降

１８

　
方
針
に
も
と
づ
き
順
次
具
体
的

　
な
事
務
を
進
め
る
。

↓

↓

↓

↓
↓

↓ ↓

↓

↓

将来利用する

利用する

将来利用しない

すぐに

利用しない

維持管理
　継続

貸　付 売却処分

↓

↓
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備　　　　　　　　考
（旧用途・今後利用予定等）

土 地 又 は
建物床面積

区　　分所　　在

空地（隣接地権者払下予定）115.66土地栄町４番
旧東春会館1,136.92・183.46土地・建物春日町１２番
無頭川敷地不用地未確定土地東町１９番
旧人材開発センター寄宿舎1,640.53・651.21土地・建物西麻町４番
公営住宅瑞穂団地不用地約238土地瑞穂町４番
市道朝日通道路残地、不整形地で現在は隣接者に貸付利用中282.54土地新富町３番
市道錦町５条廃道敷地252.97土地住吉町２番
道々北の峰線廃道敷地、隣接地権者払下予定601.61土地北の峰町１番
空地2,185.37土地北の峰町７番
事業用地交換取得地317.36土地北の峰町１０番
公営住宅北の峰団地跡地、区画道路、排水路整備等が必要2,436.37土地北の峰町３５番
旧島の下小学校跡地4,522.95土地島の下
旧島の下小学校教員住宅跡地276.54土地島の下
旧畜産センター12,051.82土地上五区
旧土取場10,220.33土地東鳥沼１
旧廃プラスチック中間処理施設管理棟2,013.65・200.88土地・建物麓郷市街
空地803.10土地麓郷市街
麓郷小学校旧教員住宅建物①66.80㎡　②50.40㎡1,828.72・２棟土地・建物北麓郷
旧市道廃道敷地、農事組合会館隣接388.08土地西麓郷共生
布礼別小中学校旧教員住宅

建物①66.80㎡②50.40㎡③54.65㎡
878.53・３棟土地・建物北布礼別

旧山部厚生医院貸付跡地（一部供用中の市道敷地含む要分筆）2,883.69土地山部７町内
旧山部歯科医師用住宅、現在、経済振興のため山部商工会貸付約388・112.59土地・建物山部７町内
旧農業高校教員住宅約490・59.62土地・建物山部９町内
旧教員住宅　道路、排水路整備が必要

建物①100.58㎡②100.58㎡③50.29㎡
1,620.03・３棟土地・建物山部１２町内

旧寿光園跡地18,930.1土地山部１３町内
旧山部火葬場通路跡地1,139.38土地山部１２区
旧山部第２小学校教員住宅現在、貸付利用中（住宅・穴窯）約500・60.25土地・建物山部１３区
一般廃棄物処理施設ストックヤード分別処理棟450.00㎡・休

憩棟24.84㎡
約5,000・２棟土地・建物山部１３区

旧東山保育所敷地4,524.11土地東山あかしや
旧東山中学校実習地跡地7,179.90土地東山あかしや
旧東山小学校実習地跡地9,962.36土地東山共栄
旧教員住宅跡地（樹海東小学校向かい）1,828土地西達布しらはぎ
旧老節布保育所779.12・１５６.５１土地・建物老節布くろまつ

※将来的に利活用検討が必要な財産であり、現在貸付利用されているものも含んでいる。

（単位：㎡）

未利用財産利活用基本方針（案）

に対する問い合わせ

●利活用処分が想定される主な未利用財産

総務部財政課

〒０７６‐8555  富良野市弥生町１番１号　

                     維39‐2306   胃23‐2120

電子メール  zaisei-k@city.furano.hokkaido.jp

市民の意見をお寄せください
  ［意見募集期間］

       ５月８日鰹月 ～２９日鰹月 
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次
の
と
お
り
意
見
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
に
対
す
る
結

果
（
意
見
の
概
要
と
市
の
考
え
方
）
を
ま
と
め
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
今
後
は
、
こ
の
公
表
結
果
に

基
づ
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続続

（
市
民
の
意
見
募
集

（
市
民
の
意
見
募
集
））
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま

の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
すす

◇
市
民
意
見
◇

中
心
街
活
性
化
セ
ン
タ
ー
へ
の
学

童
保
育
の
設
置
に
つ
い
て

　
現
在
、
富
良
野
小
学
校
の
児
童

の
学
童
保
育
施
設
（
※
）
は
、
北

の
峰
児
童
館
か
桂
木
児
童
セ
ン

タ
ー
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
れ
ら
の
場
所
か
ら
離
れ
た
地
域

に
住
ん
で
い
る
児
童
に
と
っ
て
は
、

交
通
面
で
も
防
犯
面
で
も
通
わ
せ

る
の
に
不
安
を
感
じ
て
い
ま
す
。

学
童
保
育
施
設
が
学
校
の
近
く
に

あ
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
来
春
に
オ
ー
プ
ン
す
る

こ
の
施
設
の
一
角
に
学
童
保
育
の

ス
ペ
ー
ス
を
作
っ
て
も
ら
え
な
い

で
し
ょ
う
か
。
街
中
で
商
売
を
さ

れ
て
い
る
方
に
と
っ
て
も
、
共
働

き
の
方
に
と
っ
て
も
、
街
中
に
学

童
保
育
施
設
が
あ
る
と
助
か
り
ま

す
。
協
会
病
院
跡
地
で
も
構
い
ま

せ
ん
。
既
存
の
学
童
保
育
施
設
と

同
じ
で
は
な
く
と
も
、
簡
易
な
も

の
や
多
少
の
自
己
負
担
の
あ
る
も

の
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
学
童
保
育
と
し
て
使
用

す
る
ス
ペ
ー
ス
は
、
空
い
て
い
る

時
間
帯
に
子
育
て
支
援
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
場
に
活
用
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

※
学
童
保
育
施
設
と
は
、
両
親
が

共
働
き
な
ど
で
保
護
者
不
在
で
あ

る
小
学
生
を
一
定
時
間
保
育
す
る

施
設

市
の
考
え
方

　
こ
の
施
設
は
、
活
力
あ
る
商
業

基
盤
の
確
立
と
市
民
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
形
成
を
め

ざ
し
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
「
商
業
支
援

施
設
」、「
健
康
増
進
施
設
」、「
地

域
交
流
施
設
」
の
３
つ
の
機
能
を

有
す
る
複
合
施
設
と
し
て
整
備
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
施
設
計
画
策
定
時
に
お
い
て
は
、

育
児
の
援
助
や
子
育
て
相
談
な
ど

の
機
能
を
備
え
た
施
設
と
市
民
の

活
動
や
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援

す
る
た
め
の
施
設
の
二
面
の
利
活

用
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
し
た

が
、
児
童
の
安
全
管
理
の
問
題
や

地
域
交
流
室
に
十
分
な
機
能
を
確

保
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
商
業

支
援
と
健
康
づ
く
り
、
市
民
活
動

の
交
流
・
連
携
の
場
の
3
つ
の
機

能
を
有
す
る
施
設
と
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
ご
意
見
に
つ
い
て
も
同

様
の
理
由
か
ら
施
設
内
に
学
童
保

育
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と

は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

　そ
の
他
参
考
回
答

　

学
童
保
育
施
設
に
つ
い
て

中
心
街
活
性
化
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
（
素
案
）
の

市
民
の
意
見
の
概
要
と
市
の
考
え
方

意見
件数

意見募集期間意　見　募　集　案　件

０件
平成18年３月１日から

平成１８年３月２０日まで

農業経営基盤強化促進基本構想の

見直し（案）

１件
平成18年３月１０日から

平成１８年３月３０日まで

中心街活性化センター設置条例

（素案）

4件
平成17年２月９日から

平成１7年２月２８日まで

※再検討・協議後の結果

　次世代育成支援地域行動計画　

●パブリックコメント手続の結果公表中　
　　市ホームページ　市役所1階行政情報コーナー　山部・東山支所
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そ
の
他
こ
の
施
設
以
外
に
市
内

中
心
部
に
お
け
る
学
童
保
育
施
設

の
設
置
に
つ
い
て
ご
意
見
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
参
考
ま
で
に
学
童

保
育
施
設
の
現
状
や
市
内
中
心
部

で
の
設
置
の
可
能
性
に
つ
い
て
お

答
え
し
ま
す
。

▼
学
童
保
育
施
設
の
現
状
と
今
後

　
市
内
の
学
童
保
育
は
、
現
在
5

箇
所
の
児
童
館
･
児
童
セ
ン
タ
ー

に
開
設
し
て
い
ま
す
。
児
童
の
放

課
後
の
安
全
確
保
、
保
護
者
の
就

労
、
子
育
て
支
援
か
ら
も
出
来
る

限
り
待
機
児
童
が
発
生
し
な
い
よ

う
定
員
超
過
の
受
け
入
れ
を
し
て

い
る
施
設
や
、
ま
た
、
住
所
や
学

校
別
に
利
用
施
設
を
指
定
し
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
希
望
す
る
学
童
保

育
施
設
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
な
お
、
い
ず
れ
の
施
設
も

市
内
中
心
部
の
３
つ
の
小
学
校
か

ら
8
0
0
メ
ー
ト
ル
程
度
離
れ
た

場
所
に
設
置
し
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。
今
後
の
少
子
化
対
策
と
し

て
は
、
老
朽
化
に
よ
る
緑
町
児
童

館
改
築
に
あ
せ
て
、
学
童
保
育
施

設
の
規
模
の
拡
大
を
図
り
定
員
増

と
す
る
予
定
で
す
。
ご
理
解
の
上
、

現
状
で
の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
市
内
中
心
部
で
の
学
童
保
育
施

　

設
の
設
置
の
可
能
性

　
ご
意
見
の
あ
り
ま
し
た
富
良
野

協
会
病
院
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、

平
成
　
年
2
月
に
こ
の
跡
地
利
用

18

を
検
討
し
て
い
た
「
ふ
ら
の
ま
ち

づ
く
り
推
進
協
議
会
」（
商
工
会
議

所
や
市
内
商
店
街
な
ど
で
組
織
）

か
ら
、「
市
民
参
加
に
よ
る
合
意
形

成
の
も
と
、
中
長
期
的
な
視
点
で

施
設
整
備
と
官
民
共
同
の
計
画
づ

く
り
に
よ
り
、
①
生
活
密
着
型
市

街
地
の
拠
点
機
能
、
②
居
住
機
能
、

③
医
療
・
福
祉
・
商
業
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
機
能
、
④
少
子
高
齢
社
会
対

応
型
サ
ー
ビ
ス
・
交
流
機
能
な
ど

の
整
備
に
よ
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま

ち
づ
く
り
」
が
提
言
さ
れ
て
お
り
、

市
と
し
て
計
画
づ
く
り
を
平
成
　18

年
度
に
進
め
る
予
定
で
あ
り
、
そ

の
中
で
今
回
の
学
童
保
育
の
ご
提

案
に
つ
い
て
も
参
考
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

【
他
市
の
事
例
】

　
学
童
保
育
施
設
は
、
児
童
の
安

全
面
を
考
え
学
校
の
近
く
に
あ
る

こ
と
が
望
ま
れ
、
札
幌
市
で
は
、

学
校
の
空
き
教
室
や
個
人
宅
を
利

用
し
、
地
域
の
方
々
や
市
民
活
動

団
体
が
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
学

童
保
育
（
預
か
り
保
育
）
を
実
施

し
て
い
る
事
例
が
あ
り
ま
す
。

　
学
校
の
空
き
教
室
利
用
は
、
文

部
科
学
省
の
余
裕
教
室
活
用
指
針

に
も
と
づ
き
活
用
が
進
め
ら
れ
、

札
幌
市
の
よ
う
に
学
童
保
育
施
設

な
ど
の
児
童
福
祉
施
設
に
転
用
さ

れ
る
な
ど
、
手
続
き
等
行
え
ば
利

用
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
当
市
の
場
合
は
、
現
在
、

富
良
野
小
学
校
で
は
空
き
教
室
が

な
い
た
め
、
転
用
が
不
可
能
な
状

況
で
す
が
、
今
後
、
空
き
教
室
が

増
え
て
く
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
学

童
保
育
な
ど
で
の
有
効
活
用
の
検

討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

中
心
街
整
備
推
進
室

　
　
　
拶
３
９
‐
２
３
１
５

　
平
成
　
年
広
報
５
月
号
で
お
知

１７

ら
せ
し
た
「
次
世
代
育
成
地
域
行

動
計
画
」
に
寄
せ
ら
れ
た
市
民
意

見
の
再
検
討
・
協
議
を
行
い
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

次
世
代
育
成
支
援
地
域
行
動
計
画
の
再
検
討
・
協
議

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

め
ま
す
。

▼
子
ど
も
に
や
さ
し
い
道
路
整
備

　
（
春
日
町
の
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
の

　

手
す
り
・
電
燈
設
置
）
に
つ
い
て

　
春
日
町
の
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
は
北

海
道
の
管
理
の
た
め
、
土
木
現
業

所
に
問
合
せ
を
行
い
、
次
の
と
お

り
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

土
木
現
業
所
か
ら
の
回
答

　
手
す
り
は
、
今
後
設
置
す
る
方

向
で
検
討
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

電
燈
は
他
の
場
所
と
比
べ
て
も
極

端
に
照
度
が
低
い
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
現
状
維
持
と
な
り
ま
す
。

▼
子
ど
も
の
防
犯
活
動
の
推
進　

　
（
地
域
の
取
り
組
み
強
化
）に
つ

　

い
て

　
平
成
　
年
6
月
8
日
に
「
富
良

17

野
市
防
犯
協
会
」
と
「
富
良
野
市

暴
力
追
放
運
動
推
進
協
議
会
」
が

統
合
し
、『
富
良
野
市
地
域
安
全
協

会
』
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
構
成

団
体
は
、
①
町
内
会
・
連
合
町
内

会
等
の
地
域
、
②
事
業
団
体
等
機

関
・
団
体
、
③
市
内
小
中
高
等
学

校
と
な
っ
て
お
り
、
警
察
等
関
係

機
関
と
も
連
携
し
、
地
域
全
体
で

防
犯
運
動
・
暴
力
追
放
運
動
の
取

り
組
み
を
す
す
め
ま
す
。

▼
学
童
保
育
セ
ン
タ
ー
の
充
実　

　
（
受
入
時
間
の
拡
大
）に
つ
い
て

　
平
成
　
年
度
か
ら
の
受
入
時
間

19

延
長
に
向
け
て
、
市
民
と
の
意
見

交
換
会
等
を
実
施
し
検
討
を
す
す

▼
そ
の
他
参
考
意
見
へ
の
回
答

　
（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
講
座
で

　

の
託
児
の
再
開
）

　　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地

域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、

託
児
を
再
開
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

児
童
家
庭
課

　
　
　
拶
３
９
‐
２
２
２
３

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進

基
本
構
想
の
見
直
し
（
案
）

　
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
基
本

構
想
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
市
民

か
ら
の
意
見
及
び
関
係
団
体
（
農

業
委
員
会
・
富
良
野
農
業
協
同
組

合
）
か
ら
の
意
見
書
の
提
出
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
原
案
ど

お
り
決
定
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
北
海
道
か
ら
の
同
意

を
受
け
た
後
、
こ
の
基
本
構
想
に
も

と
づ
き
各
種
施
策
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

農
　
林
　
課

　
　
　
拶
３
９
‐
２
３
０
９



12こうほう 200６.5

 「
自
治
の
か
た
ち
」

　
　
　
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

最
終
報
告
書
を
提
出

　
富
良
野
圏
域
５
市
町
村
の
今
後

の
「
自
治
の
あ
り
方
」
を
探
る
た

め
、
５
市
町
村
か
ら
の
専
任
職
員

に
よ
り
１
年
間
調
査
検
討
を
進
め

て
き
た
「
自
治
の
か
た
ち
」
検
討

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
、
３
月

下
旬
に
５
市
町
村
長
に
最
終
報
告

書
を
提
出
し
解
散
し
ま
し
た
。
最

終
報
告
書
は
２
０
４
頁
で
、
住
民

自
治
の
確
立
や
団
体
自
治
の
強
化

に
向
け
て
①
市
町
村
連
携
②
広
域

連
合
③
市
町
村
合
併
④
広
域
都
市

の
４
つ
の
選
択
肢
を
示
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
各
市
町
村
に
お
い
て
、

こ
の
最
終
報
告
書
を
基
に
、
住
民

へ
の
情
報
提
供
や
意
見
集
約
を
図

り
、
再
度
５
市
町
村
長
で
今
後
の

方
向
性
を
協
議
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　
最
終
報
告
書
の
概
要
版
は
広
報

４
月
号
に
折
込
で
配
布
し
て
い
ま

す
。
将
来
の
「
自
治
の
あ
り
方
」

は
富
良
野
市
の
将
来
を
左
右
す
る

重
要
な
課
題
で
あ
り
、
今
後
は
市

民
説
明
会
を
開
催
し
、
市
民
か
ら

の
様
々
な
意
見
を
聴
く
予
定
で
す
。

鰹問
 

「
自
治
の
か
た
ち
」
検
討

　
 プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

維
３
９
‐
２
３
１
１

　
 市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
検
討
 

 　
状
況
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

３
月
　
日
に
最
終
報
告
書
を
提
出

２３

春の行楽期における火災の被害防止

宿泊施設を利用する方は、次の事項に注意して

下さい。

虚避難経路の確認　
宿泊室から２方向以上の避難経路を確認し、非

常用の懐中電灯や避難器具などの確認もしてお

きましょう。

許たばこの処理
寝たばこをしないことや、所定の喫煙場所で吸

うことなど、マナーを守った喫煙を心がけま

しょう。

距火災が起きたときの対処
宿泊施設の誘導に従って避難して下さい。また、

エレベーターは煙の経路となり、止まってしま

う危険があるため使用 しないで下さい。

鋸「適マーク」について
旅館・ホテルなどで玄関やフロントに表示して

ある「適マーク」は、その施設が防火管理など、消

防用設備及び建築構造などにおいて一定の防火

基準に適合していることの表示です。

消防本部からのお知らせ
消火器の不適正な点検を行う業者

○支店、出張所などの出先事務所・スーパー・

学校・幼稚園などを狙ってきます。

○訪問前に電話をかけて信用させたり、本社な

どからの依頼のように装ったり、出入りの点検

業者を巧妙に装います。

○点検の承諾をあいまいにすると、正規の契約

業者の点検内容をみて、点検の理由をでっち上

げ、素早く消火器を集めだします。

○内容を説明せず、点検などの理由づけが記入

された一見合法的な契約書を提示し署名、押印

を求めてきます。

○必ず契約業者であるかを確認し、安易に契約

書に印を押さないで下さい。点検業者が、居直っ

たり、脅迫的な言動に出たりした時は、近くの

消防署、警察署に通報してください。

鰹問 消防本部 　拶２３‐５１１９
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児童手当が拡充されました
　平成１８年４月１日から

児童手当の対象となる児童が、

これまでの小学校３年生（９歳到達後最初の年度末）までから、

小学校６年生（１２歳到達後最初の年度末）までに拡大され、

併せて、所得制限が緩和されました。

鰹問 市民課医療給付係
 拶３９‐２３０１

平成１８年度に小学校５年生または
６年生の児童がいる保護者の方へ

　児童手当を受給していない保護者の方には「児童手当認定請求

書」を、児童手当を受給している保護者の方には「児童手当額改定

請求書」を４月下旬頃郵送しています。

　同封の説明書をよく読んだうえで申請してください。なお、平成

１８年９月３０日までに受け付けたものに限り、特例的に４月１日（ま

たは支給要件に該当した日）にさかのぼって支給されます。

　児童手当法の規定で、公務員の場合は勤務先での申請になります

ので、自宅に児童手当認定申請書が届いても、市へ提出する必要は

ありません。

　なお、単身赴任などで児童が市外にいる方には「認定請求書」が

郵送されませんので、直接市民課へ問い合わせてください。

所得制限により児童手当を受給し
ていない保護者の方へ

　所得制限の緩和（下記参照）により、新たに児童手当を受給できる場合があります。

該当する保護者の方は認定請求が必要になりますので市民課に問い合わせてください。

サラリーマン
（厚生年金等加入者）

自営業者
（国民年金加入者）扶養親族の数

改正後改正前改正後改正前

532.0460.0460.0301.0０人

570.0498.0498.0339.0１人

608.0536.0536.0377.0２人

646.0574.0574.0415.0３人

684.0612.0612.0453.0４人

722.0650.0650.0491.0５人

注１）所得税法に規定する老人控除対
象配偶者又は老人扶養親族がある方に

ついての所得限度額は左表の額に当該

老人控除対象配偶者又は老人扶養親族

１人につき６万円を加算した額。

注２）扶養親族等の数が６人以上の場
合の所得限度額は１人につき３８万円

（扶養親族等が老人控除対象配偶者又

は老人扶養親族であるときは４４万円）

を加算した額。

児童手当所得制限限度額（平成１８年４月１日以降）　単位：万円

■支給額について　第１子・第２子　５，０００円　第３子以降　１０，０００円

※児童手当制度での、「児童」とは、「１８歳になった年の最初の３月３１日まで」です。支給額は、１８歳未満

の児童で算定します。１９歳以上は児童としてカウントされません。

平成１８年度に小学校４年生の児童

がいる保護者の方は…

平成１８年度に小学校５年生または６

年生の児童がいる保護者の方は…

これまで、所得制限により児童手当

を受給していない保護者の方は…

これまで、児童手当を受給していた

方は、特段の手続きをする必要はあ

りません。

これまで、児童手当を受給していな

い方は認定請求、受給していた方は、

額改定認定請求の手続きが必要で

す。

認定請求の手続きが必要です

必要な手続必要な手続きき
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富良野協会病院
拶２３‐２１８１

土金木水火月

●●●●●●午前
内 科

１１時まで午後

●●●●●●午前
循環器科

１１時まで午後

●午前
呼吸器科

午後

●●●●●●午前
小 児 科

１１時まで●予防/喘息乳児健診●●午後

●●●●●●午前
外 科

１１時まで午後

●●●●●●午前
整形外科

１１時まで専門外来専門外来午後

●●●●●●午前
産婦人科

１１時まで母乳外来母乳外来午後

●●●●午前
耳 鼻 科

１１時まで●●●午後

●●●●●●午前
眼 科

１１時まで１１時まで●午後

●●●●午前
皮 膚 科

●●●●午後

●●●●●●午前
泌尿器科

１１時まで１１時まで●１１時まで●午後

●●●●●●午前
麻 酔 科

１１時まで１１時まで１１時まで１１時まで１１時まで１１時まで午後

新患　午前８時３０分から１１時３０分/午後１時から３時
再来　午前８時から１１時３０分/午後１２時３０分から３時

平日受
付
時
間

新患　午前８時３０分から１１時まで
再来　午前８時から１１時まで(第２・第４土曜日は休診)

土曜

整形外科の専門外来は予約が必要となりますので、外来でご確認ください。（注）

診療日程

新し
い

　内科　

伊藤 　貴博医師

医師医師を紹介します

　産婦人科　

山口 　正幸医師

　外科　

河合 　朋昭医師

　眼科　

田辺 　章浩医師

　泌尿器科　

堀 　淳一医師

　整形外科　

類家 　拓也医師
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国際交流事業 申込み／問合せ　企画振興課秘書係　殺３９‐２３０３

　海外での交流を通して絆を深め、その経験をまち
づくりや地域活動に生かそう！
　市民のみなさんが行う国際交流に役立つ事業に
対して支援します。
　国際交流を積極的に行い、富良野の発展に役立て
る意欲のある方なら誰でも利用できます。みなさん
が計画する交流・研修活動にご利用ください。

●対象事業　平成１9年３月までに行う次の事業が
　　　　　　対象になります。
　　　　　①友好都市（シュラートミンク市）との
　　　　　　交流
　　　　　②国外における研修、調査
　　　　　③研修会、講演会、語学講座など

　　　　※他の補助金を受けて行う事業、観光、レ
　　　　　クリエーションを目的とした事業、営利
　　　　

に結びつく事業は対象になりません。

●対象者　市内で積極的に活動している方及び団体

●補助額　交通費、滞在費など補助対象となる経費の
　　　　　 おおむね５０％以内で、予算の範囲内で補助
　　　　　 します（食費、通訳ガイド料、添乗員経費、
　　　　　 保険料など対象外経費があります）。

●締　切
　平成18年
　６月30日鰹金 まで

●その他
　募集締め切り後、審
　査委員会を開催し、　　　　　補助の可否と補助
　補助の可否と金額を
　決定します。

地域づくり推進事業 申込み／問合せ　企画振興課広聴広報係　殺３９‐２３０４

　まちづくりに対する意識の向上と地域のコミュ
ニティ活動の推進を図るため、市民のみなさんの地
域活動を支援します。
　地域活動を積極的に行おうとする市民グループ
であれば、どなたでも利用できます。
　各種団体が行う、地域づくりに役立つ事業・活動

に対し費用の一部を補助しま
す。

●対象事業
　　　平成19年３月までに行
　　　う次の事業が対象にな
　　　ります。
　　①調査研究、研修活動

　　　　②研修会、講演会などの開催
　　　　③その他、地域づくりのために必要な事業

　　　　※他の補助金を受けて行う事業、観光、レ
　　　　　クリエーションを目的とした事業、営利
　　　　　に結びつく事業は対象になりません

●対象者　地域活動を積極的に行っている方及び団体

●補助額　交通費、会場借上料、講師謝礼など補助
　　　　　対象となる経費のおおむね５０％以内で、
　　　　　予算の範囲内で補助します（食費、人　
　　　　　件費など対象外経費があります）。

●締　切　平成１8年６月２８日鰹水 まで

●その他　募集締め切り後、審査委員会を開催し、
　　　　　補助の可否と補助金額を決定します。

高齢者元気づくり事業 申込み／問合せ　ふれあいセンター　殺２２‐２００１

　高齢者が明るく生きがいを持って生活できるよ
う、趣味やスポーツを通しての交流・活動など、元
気づくりの推進に取り組んでいる団体・愛好会を支
援します。

●対象事業　高齢者が健康保持・増進、交流を図る
　　　　　　活動、事業

●対象者　教養、趣味、スポーツなどを通して健康
　　　　　の保持・増進、交流活動に取り組む団体・
　　　　　愛好会

●補助額　補助対象となる経費のおおむね５０％以
　　　　　内で予算の範囲内で補助します。

●締　切　平成１8年６月9日鰹金 まで

●その他
　募集締め切り後、審
　査委員会を開催し、
　補助の可否と補助
　金額を決定します。

積極的な活動を行う方や団体の取り組みを支援するため、市では補助事業を行っています。
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カ
タ
カ
ナ
・
お
役
所

こ
と
ば
の
見
直
し
の

手
引
き
を
作
成

　
市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と

お
話
を
し
た
り
、
市
民
の
み
な
さ

ん
に
文
書
を
出
し
た
り
す
る
際
に

「
い
か
に
分
か
り
や
す
い
表
現
で

情
報
を
伝
え
る
か
」
と
い
う
視
点

か
ら
、
職
員
向
け
に
手
引
を
作
成

し
ま
し
た
。

　
昨
年
「
富
良
野
市
情
報
共
有
と

市
民
参
加
の
ル
ー
ル
条
例
」
を
制

定
し
ま
し
た
が
、
こ
の
条
例
で
は
、

市
が
持
つ
情
報
は
市
民
の
も
の
と

し
て
、
積
極
的
な
市
民
へ
の
情
報

提
供
、
情
報
共
有
の
方
法
や
手
続

き
（
ル
ー
ル
）
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
情
報
を
提
供
す
る
際
に

「
話
す
言
葉
」
や
「
書
く
文
章
」
を
、

少
し
で
も
分
か
り
や
す
く
工
夫
し

て
い
く
た
め
の
手
引
き
で
す
。

　「
手
引
き
」
は
言
い
換
え
を
す
る

場
合
の
参
考
と
す
る
た
め
、
職
員

向
け
に
発
行
し
た
も
の
で
す
が
、

ぜ
ひ
市
民
の
み
な
さ
ん
に
も
ご
覧

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
手
引
き
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

行
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
公
表
し
て

い
ま
す
。

鰹問
 

総
務
課
総
務
法
制
係

拶
３
９
‐
２
３
０
０

中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーーーーーーー中心街活性化センターののののののののののののののののののののの
愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛
称称称称称称称称称称称称称称称称称称称称
がががががががががががががががががががが
決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
しししししししししししししししししししし
まままままままままままままままままままま
しししししししししししししししししししし

愛
称
が
決
定
し
ま
し
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

愛称名は

中心市街地の活性化と賑わいの拠点施設「富良野市中心街活性化センター」の愛称

について、平成１８年３月１０日から３月３１日の間に募集した結果、３５件の応募があり、

応募作品の中から「愛称選考委員会」において選考し決定しました。

当選者　小野　芳子さん（東町）

２週間ぐらい考えて、夫や娘に相談して決

めました。小学生でもわかるように、ひら

がなにしましたが、ひらがなばかりではと

思い、ローマ字も入れました。商店街に空

き店舗もあるので、この施設が出来たこと

で、まちが発展することを願っています。

 小野さんへのインタビュー

ふらっと（Furatto)

市長からは「これをきっかけに、新しい施

設で予定されている水中運動教室などに

参加してみて下さい」との言葉がありまし

た。

また、小野さんへは、表彰状と記念品（ふ

らのワイン・チーズ詰め合わせ）が贈られ

ました。

市民がいつでも「ふらっと」買物や運動に立ち寄れる場所
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市民一人ひとりが交通安全に注意を！

　
４
月
６
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
全
国
交
通
安
全
運
動
に
合
わ

せ
、
４
月
７
日
画
に
「
春
の
交

通
安
全
運
動
市
民
大
会
」
が
文

化
会
館
で
開
か
れ
、
市
民
約
３

５
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
主
催
者
を
代
表
し
て
高
田
市

長
か
ら
「
市
民
一
人
ひ
と
り
が

交
通
事
故
に
注
意
を
願
い
た
い
。

全
市
を
上
げ
て
交
通
安
全
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
く
」
と
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
参
加
者
を
代
表
し
て

渡
辺
克
昌
さ
ん
が
「
子
ど
も
と

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」
な

ど
５
項
目
の
交
通
安
全
宣
言
を

行
い
ま
し
た
。

春
の
交
通
安
全
運
動

市
民
大
会

思いやりのある看護の心を学びたい

　
４
月
７
日
画
、
看
護
専
門
学

校
で
、
第
　
期
生
の
入
学
式
が

１３

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
過

去
最
多
と
な
る
６
名
の
男
性
を

含
め
　
名
が
入
学
し
ま
し
た
。

４０

　
入
学
式
で
、
登
尾
公
子
校
長

か
ら
「
多
く
の
こ
と
を
学
び
、

人
間
性
を
育
む
こ
と
が
大
切
」

と
式
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
新
入
生
を
代
表
し
て

清
水
ゆ
か
り
さ
ん
が
「
幅
広
い

知
識
と
人
間
性
を
養
い
、
思
い

や
り
の
あ
る
看
護
の
心
を
学
び

た
い
」
と
力
強
く
誓
い
の
こ
と

ば
を
述
べ
ま
し
た
。　

看
護
専
門
学
校
　
　

入
学
式

学生時代を思い出して！

こ
と
ぶ
き
大
学
　
　

入
学
式

　
４
月
　
日
我
、
老
人
福
祉
セ

１２

ン
タ
ー
で
、
本
校
・
山
部
校
・

東
山
校
の
新
入
生
　
名
と
大
学

２３

院
生
７
名
の
合
同
入
学
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
川
島
学
長
よ
り
「
生
き
が
い

の
あ
る
人
生
、
う
る
お
い
の
あ

る
生
活
を
送
り
、
交
流
の
輪
を

広
げ
て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
が

あ
り
、
新
入
生
を
代
表
し
て
津

田
利
晴
さ
ん
が
「
お
互
い
の
親

睦
と
融
和
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
。
こ
れ
か
ら
の
学
生
生
活

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
」
と
抱

負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

地元産のこだわり「ゆうふれ」に思いを込めて　

　「
自
分
た
ち
の
つ
く
っ
た
お

米
で
地
酒
を
つ
く
っ
て
み
た

い
」
そ
ん
な
思
い
が
実
現
し
た

「
ふ
ら
の
産
日
本
酒
を
楽
し
む

夕
べ
」
が
4
月
1
日
臥
ふ
ら
の

広
場
で
関
係
者
や
市
民
約
1
2

0
名
を
集
め
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
　
山
部
の
農
業
生
産
者
ら
市
民

有
志
で
組
織
す
る
ふ
ら
の
産
純

米
酒
研
究
会
の
主
催
で
、
昨
年

試
験
栽
培
し
た
酒
米
「
吟
風
」

を
、
酒
造
メ
ー
カ
ー
で
試
験
醸

造
し
た
純
米
酒
「
ゆ
う
ふ
れ
」

（
山
部
の
勇
振
川
に
ち
な
ん
だ

ネ
ー
ミ
ン
グ
）
を
披
露
。
こ
の

完
成
を
祝
い
地
元
農
家
グ
ル
ー

プ
ゆ
う
ふ
れ
の
里
が
、
地
元
食

材
に
こ
だ
わ
っ
た
料
理
を
ふ
る

ま
う
な
ど
、
地
元
産
の
こ
だ
わ

り
一
色
の
催
し
と
な
り
ま
し
た
。

ふらの産日本酒を楽しむ夕べ

まちのできごと ZOOMUP
FURANO

ズズーームムアアッッププふふららのの
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今
月
の
手
続
き
       皐
月

５月

M
ay

国
民
年
金

老
齢
基
礎
年
金

裁
定
請
求

昭
和
　
年
５
月
生
ま
れ
（
満
　
歳
）
の
方

１６

６５

誕
生
日
の
前
日
以
降
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

興
必
要
な
も
の

　
印
鑑
・
預
金
通
帳
・
戸
籍
謄
本
・
住
民

票
謄
本
な
ど

興
市
役
所
③
番
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
事
業
実
施
の
た
め
の
備
品
購
入

に
対
し
て
２
分
の
１
以
内
（
上
限

　
万
円
）。

１０◆
申
込
期
限
　
５
月
　
日
我

３１

鰹問
 

社
会
教
育
課

　
　
　
　
　

拶
２
３
‐
３
５
４
５

融
雪
施
設
の
設
置
の
　
　

　
　
資
金
を
補
助
し
ま
す

　

融
雪
施
設
を
設
置
す
る
方
に
、

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◆
対　

象　

融
雪
槽
・
ロ
ー
ド

ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
融
雪
機
（
移
動

式
も
可
）

◆
補
助
額　

設
置
費
用
の
５
分
の

１
（
限
度
額
　
万
円
、
千
円
未
満

１０

切
り
捨
て
）

◆
申
込
期
限
　
　
月
　
日
牙
（
申

１１

３０

し
込
み
が
多
数
の
場
合
は
先
着
順

と
し
ま
す
）

鰹問
 

都
市
施
設
課
管
理
用
地
係

　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
３
１
３

募
集

ふ
ら
の
春
の
　
　
　
　
　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

◆
と　

き　

５
月
　
日
蚊

２８

　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
２
時

◆
と
こ
ろ　

ふ
ら
の
農
協
本
所
前

駐
車
場
・
富
良
野
ス
テ
ー
ジ

◆
出
店
料
　
５
０
０
円

く
ら
し

青
少
年
育
成
補
助
制
度

◆
補
助
対
象
事
業

○
集
団
生
活
を
通
し
、
社
会
性
や

連
帯
感
を
養
う
事
業
。

○
富
良
野
の
自
然
や
歴
史
、
文
化

を
理
解
し
、
郷
土
を
愛
す
る
心
を

養
う
事
業
。

○
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で
健
康
の
増
進

や
豊
か
な
生
活
化
を
図
る
事
業
。

◆
補
助
額

◆
募
集
件
数
　
先
着
　
件
７０

鰹問
 

ふ
ら
の
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社

　
　
　
　
　

拶
２
３
‐
５
１
７
７

陶
芸
サ
ー
ク
ル
　
　
　
　

「
コ
ネ
ル
ベ
」
会
員
募
集
　

　

活
動
３
年
目
。
初
心
者
大
歓
迎

で
す
！

◆
活
動
日　

毎
月
第
２
、
４
日
曜

日
午
前
　
時
～
正
午

１０

◆
と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◆
会
費
等
　
月
額
５
０
０
円
・
参

加
費
１
回
に
つ
き
５
０
０
円

◆
講　

師
　
恒
枝
　
直
豆
先
生

鰹問
 

会
長　

近
藤
功
人

　
　
　
　
　

拶
２
３
‐
２
９
９
３

市
営
住
宅
入
居
者

◆
受
付
期
間
　

　
　
　
　
５
月
８
日
俄
～
　
日
画

１９

◆
募
集
戸
数
　
３
戸

◆
入
居
資
格

虚
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

許
税
金
の
滞
納
が
が
な
い
方

距
収
入
が
基
準
以
内
の
方

◆
募
集
す
る
住
宅

▽
一
般
世
帯
向
け
住
宅

緑
町
４
番

　（
平
成
　
年
３
L
Ｄ
Ｋ
）
２
戸

１０

▽
高
齢
者
向
け
住
宅

北
の
峰
町
　
番
２７

　（
平
成
　
年
２
L
Ｄ
Ｋ
）　
１
戸

１６

◆
家　

賃
　
入
居
す
る
方
の
収
入

 しあわしあわせせ・応援応援・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ネ
ッ
ト
ワ
ー
クク

地域の誰もが幸せで安

心した生活をおくれる

ように応援します。何か

心配ごとがありました

らご相談ください。

個人の秘密は守ります。

在宅生活に関すること

○介護で困っていること

○福祉サービスの利用に関する

こと

○施設利用に関すること

○介護保険制度に関すること

暮らしのこと

○住まいに関すること

○近所付き合いに関すること

○生活費に関すること

○生活福祉基金など各種貸付制

度の利用に関すること

○生活保護に関すること

教育や育児のこと

○育児やしつけに関すること

○いじめや不登校に気付いたとき

○学校生活の悩みに関すること

○児童虐待に関すること 福祉課　拶３９‐２2１１

民生委員児童委員の家生委員児童委員の家はは青い門標青い門標

が目印ですが目印です。。

民生委員児童委員は
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に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。

◆
申　

込
　
都
市
建
築
課
に
あ
る

申
込
書
に
記
入
し
、
必
要
な
書
類

（
収
入
を
証
明
す
る
書
類
な
ど
）
を

添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

鰹問
 

都
市
建
築
課
建
築
住
宅
係

拶
３
９
‐
２
３
１
６

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
サ
ー
ク
ル

会
員
募
集
　

　

年
齢
を
問
わ
ず
、
自
分
の
ペ
ー

ス
で
無
理
な
く
楽
し
く
レ
ッ
ス
ン

で
き
ま
す
。

◆
活
動
日　

毎
週
水
曜
日

　
　
　
　
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

◆
と
こ
ろ　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
会　

費
　
月
額
１
５
０
０
円

◆
指
導
者
　
森
田
　
裕
子
先
生

鰹問
 

大
本
さ
ん
拶
４
４
‐
３
９
４
８

　
町
田
さ
ん
拶
４
４
‐
４
３
２
２

催
し

盛
本
学
史
風
景
画
展
　
　

～
そ
の
と
き
ど
き
、　
　

　
　
　
　
い
ろ
い
ろ
に
～

　

盛
本
学
史
が
描
く
、
そ
の
と
き

ど
き
、
い
ろ
い
ろ
の
「
風
景
画
」

　
点
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

３０◆
期　

間　

５
月
　
日
臥
～
７
月

２０

２
日
蚊
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
毎
週
月
曜
日
は
休
館
日
で
す
。

◆
と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◆
観
覧
料
　
無
料

鰹問
 

博
物
館　

拶
４
２
‐
２
４
０
７

森
の
め
ぐ
み
　
　
　
　
　

　
　
～
山
野
草
学
習
会
～

　

野
山
を
彩
る
様
々
な
山
野
草
を

観
察
し
ま
す
。
山
菜
の
見
分
け
方

な
ど
も
学
び
ま
す
。

◆
と　

き　

５
月
　
日
臥

２７

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

◆
集
合
場
所　

東
大
演
習
林
樹
木
園

向
か
い
の
国
道
　
号
線
沿
い
駐
車
場

３８

◆
参
加
料　

無
料

◆
定　

員　

　
名
３０

◆
服　

装　

軍
手
・
帽
子
・
長
袖
・

長
ズ
ボ
ン
・
長
靴
（
野
外
観
察
・

開
催
日
の
天
候
に
適
し
た
服
装
）

◆
申　

込
　
博
物
館
へ
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
そ
の
他　

雨
天
の
場
合
は
中
止

し
ま
す
。

鰹問
 

博
物
館　

拶
４
２
‐
２
４
０
７

お
や
こ
劇
場
　
　
　
　
　

　
　
　
春
祭
り
２
０
０
６

◆
と　

き　

５
月
　
日
臥

２０

　
　
午
前
　
時
　
分
～
午
後
２
時

１０

３０

◆
と
こ
ろ

　
　
　
　

富
良
野
小
学
校
体
育
館

◆
入
場
料　

無
料

◆
内　

容　

○
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

○
ミ
二
運
動
会

○
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
ほ
か

鰹問
 

お
や
こ
劇
場

　
　
　
　
　

拶
２
２
‐
５
８
９
４

初
心
者
硬
式
テ
ニ
ス
教
室

◆
と　

き　

５
月
　
日
俄
～
６
月

２２

　
日
牙
の
間
の
毎
週
月
・
木
曜
日

１５
（
８
回
）
午
前
　
時
～
正
午

１０

◆
と
こ
ろ　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
対　

象
　
市
民
（
成
人
）　
　
名
２０

◆
参
加
料　

２
０
０
０
円

◆
申　

込　

５
月
　
日
我
ま
で
に
、

１７

参
加
料
を
添
え
て
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
そ
の
他
　
ラ
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て

は
貸
出
し
ま
す
。

鰹問
 

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

拶
２
３
‐
３
２
９
２

　
　
　と　き　５月２０日臥　開場・午後６時
　ところ　文化会館大ホール
　内　容
　（曲目）　ドリフずっこけ大集合！！ドリフずっこけ大集合！！　

情熱大陸ほ　　　　　情熱大陸ほかか

　その他　団員を募集しています。高団員を募集しています。高校校

生以上の方、一緒に音楽を　　　　　生以上の方、一緒に音楽を楽楽

しみませんか　　　　　しみませんか。。

　　　  鰹問 ミュージックランドおおみち
拶２３‐２２１１

富良野吹奏楽団

ファミリーコンサート
入場無料ですので、みなさんお気軽にお

越しください。お子さんも大歓迎！

労災保険などで補償されない石綿（アスベ

スト）による中皮腫や肺がんを発症してい

る方及びこれらの疾病を発症し死亡した

方の遺族に対し、医療費・療養手当・葬祭

料・特別遺族弔慰金などが支給されます。

石綿健康被害救済に係る
認定申請等の受付

申請／問合せ　富良野保健所
拶２３‐３１６１

福祉用具購入費・住宅改修費の手続き

平成１８年４月１日から介護保険制度が改正にな

り、福祉用具購入費、住宅改修費の手続き方法が

変わりました。

○福祉用具購入費

「福祉用具販売事業者に対する指定制度」が導入

され、指定された事業者から購入した場合のみ福

祉用具購入費が支給されます。

　・市内の福祉用具販売指定事業所

　　珂富良野タクシー介護福祉ショップポピー
　　禍中央ハイヤー

○住宅改修費　事前に申請が必要です。
　　（申請に必要な書類）　　

　　・住宅改修支給申請書

　　・工事費見積書

　　・住宅改修が必要である理由書

鰹問 介護保険課　拶３９‐２２５５
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講
座

刈
払
機
取
扱
作
業
者
　
　

安
全
衛
生
教
育

◆
と　

き　

５
月
　
日
蚊

２１

　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

◆
と
こ
ろ　

人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

◆
受
講
料
　
９
９
０
０
円

◆
申　

込
　
５
月
　
日
画
ま
で
に

１９

人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
申
込

書
に
よ
り
申
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問
 

人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

拶
２
２
‐
２
６
１
９

試
験

調
理
師
試
験

◆
試
験
日
　
８
月
　
日
牙

２４

　
　
　
　
午
後
１
時
　
分
～
４
時

３０

◆
試
験
地
　
滝
川
市

◆
受
験
資
格
　
義
務
教
育
を
修
了

し
、
飲
食
物
を
調
理
し
提
供
す
る

寄
宿
舎
・
学
校
・
病
院
な
ど
の
施

設
や
飲
食
店
営
業
・
魚
介
類
販
売

業
も
し
く
は
惣
菜
製
造
業
に
該
当

す
る
営
業
に
て
、
６
月
２
日
ま
で

に
２
年
以
上
調
理
の
業
務
に
従
事

し
た
方
。

◆
試
験
科
目
　
食
文
化
概
論
・
衛

生
法
規
・
公
衆
衛
生
学
・
栄
養
学
・

食
品
学
・
食
品
衛
生
学
及
び
調
理

理
論
に
つ
い
て
筆
記
試
験
を
行
い

ま
す
。

◆
願
書
提
出
先
　
富
良
野
保
健
所

◆
願
書
受
付
期
間

　
　
５
月
　
日
俄
～
６
月
２
日
画

２９

鰹問
 

富
良
野
保
健
所
健
康
推
進
課

拶
２
３
‐
３
１
６
１

子
ど
も

●
児
童
館
合
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
市
内
児
童
館
５
館
合
同
に
よ
る

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

◆
と　

き
　
５
月
　
日
蚊

２１

　
　
　
　
午
前
　
時
～
午
後
２
時

１０

◆
と
こ
ろ
　
北
の
峰
児
童
館

◆
内　

容
　
洞
窟
迷
路
・
ボ
ウ
リ

ン
グ
・
パ
チ
ン
コ
射
撃
・
３
D
ボ
ッ

ク
ス
づ
く
り
・
ミ
サ
ン
ガ
づ
く
り
・

わ
た
あ
め
な
ど

◆
申　

込
　
５
月
　
日
俄
ま
で
に

１５

各
児
童
館
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

●
み
ん
な
も
遊
ぼ
う
よ
！

　
市
内
の
５
つ
の
児
童
館
は
だ
れ

で
も
自
由
に
利
用
が
で
き
ま
す
。

◆
開
館
時
間　

　

月
〜
金
曜
日
　
午
後
１
時
～
５
時

　

土
曜
日
　
午
前
　
時
～
午
後
５
時

１０

※
午
後
４
時
　
分
～
５
時
ま
で
清
掃

３０

時
間
の
た
め
自
由
な
利
用
は
で
き
ま

せ
ん
。

鰹問
 

児
童
家
庭
課
児
童
家
庭
係

拶
３
９
‐
２
２
２
３

時      間実 施 会 場月 日
9:20～9:00市役所車庫前

５
月
　
日
鰹日 

１４

9:50～9:30緑町児童公園

10:20～10:00東春地区コミセン

10:40～10:25勤労青少年ホーム

11:00～10:45北麻町公園

11:25～11:05瑞穂コミセン

11:50～11:30東部児童センター

13:20～13:05朝日町公園

13:40～13:25スポーツセンター

14:00～13:45桂木児童センター

14:30～14:10北の峰コミセン

9:35～9:20八幡丘会館

５
月
　
日
鰹月 

１５

10:00～9:45富丘総合会館

10:30～10:10布礼別集落センター

11:05～10:45麓郷デパート駐車場向い

11:30～11:15南麓郷第３会館

13:25～13:10布部駅前

13:50～13:35扇山地区公民館

14:10～14:00北大沼会館

14:30～14:20東学田二区会館

14:50～14:40鳥沼公園駐車場

狂
犬
病
予
防
注
射
及
び

畜
犬
登
録
日
程
表
（
雨
天
決
行
）

時      間実 施 会 場月 日
9:25～9:10下五区会館

５
月
　
日
鰹火 

１６

9:50～9:35上五区会館

10:05～9:55御園会館

10:25～10:15山部北星地区コミセン

10:45～10:35山部５区会館

11:10～10:55山部ライスセンター

11:30～11:20山部南陽地区コミセン

11:50～11:40近藤秀男さん宅前（山部９町内）

13:15～13:00山部南地区コミセン

13:35～13:20山部支所

14:00～13:40山部西地区コミセン

9:30～9:20東山支所

５
月
　
鰹水 
１７

9:50～9:40東山中央会館

10:10～10:00光陽会館

10:30～10:20蜂谷寿二さん宅前（東山光陽）

10:50～10:40おもと会館

11:15～11:00西達布旧農協支所

鰹問 保健課
拶３９-2200

11:35～11:25あやめ会館

11:55～11:45すみれ会館

13:45～13:30松南会館

14:10～13:55老節布会館

14:35～14:20平沢集落センター

５
月
の
児
童
館
行
事

詳
し
く
は
各
館
（
セ
ン
タ
ー
）
へ

と
こ
ろ

緑町児童館
（緑町１３‐８）

拶２２‐３３７０

北の峰児童館
（北の峰町２７‐１）

拶２３‐４８０４

麻町児童センター
（西麻町２‐３３）

拶２３‐２９７７

桂木児童センター
（桂木町２‐４１）

拶２２‐３７９２

東部児童センター
（錦町１３‐１）

拶２３‐５１２９

と
き
・
内
容

▽
８
・
９
日

　
母
の
日
プ
レ
ゼ
ン

　
ト
づ
く
り

▽
　
日
１２
　
ス
ラ
イ
ム
づ
く
り

▽
８
・
９
日

　
母
の
日
プ
レ
ゼ
ン

　
ト
づ
く
り

▽
　
日
　

１３
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ッ

　
キ
ン
グ

▽
　
日
１５
　
ブ
ー
メ
ラ
ン
づ
く

　
り

▽
　
日
　

２５
　
畑
お
こ
し
、
じ
ゃ

　
が
い
も
植
え

▽
　
日
１２
　
プ
ラ
バ
ン

▽
　
日
２３
　
ぶ
ん
ぶ
ん
コ
マ
づ
く

　
り

▽
８
・
９
日

　
母
の
日
プ
レ
ゼ
ン

　
ト
づ
く
り

▽
　
日
１３
　
お
花
見
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年
金

年
金
額
の
改
定
に
つ
い
て

　
今
年
度
は
２
年
ぶ
り
に
年
金
額

が
改
定
さ
れ
ま
す
。
国
民
年
金
な

ど
の
公
的
年
金
は
、
前
年
の
全
国

消
費
者
物
価
指
数
の
上
昇
・
下
落

に
応
じ
て
、
年
金
額
を
改
定
す
る

物
価
ス
ラ
イ
ド
制
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
物
価
ス
ラ

イ
ド
は
、
６
月
に
支
払
わ
れ
る
年

金
か
ら
適
用
に
な
り
ま
す
が
、
公

的
年
金
制
度
を
安
定
運
営
す
る
う

え
で
必
要
最
低
限
の
措
置
で
あ
る

こ
と
を
ご
理
解
願
い
ま
す
。

保
険
料
の
支
払
い
が
困
難
な
方
へ

　
平
成
　
年
度
の
保
険
料
納
付
書

１８

が
社
会
保
険
庁
よ
り
送
付
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
保
険
料
の
支
払
い
が
困
難
な
場

合
は
、
申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と

免
除
に
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

平
成
　
年
度
に
免
除
を
承
認
さ
れ

１７

た
方
は
、
今
年
の
６
月
ま
で
が
承

認
期
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
７
月
以
降
の
免
除
を
希

望
の
方
は
、
７
月
１
日
か
ら
８
月

　
日
ま
で
に
、
申
請
を
お
願
い
し

３１ま
す
。（
大
学
生
を
除
く
）

　
免
除
期
間
の
保
険
料
は
、　

年
１０

以
内
で
あ
れ
ば
追
納
で
き
ま
す
。

将
来
満
額
の
年
金
を
受
け
る
た
め

に
も
、
余
裕
が
で
き
た
と
き
に
追

納
し
ま
し
ょ
う
。

学
生
の
た
め
の
納
付
特
例
制
度
に

つ
い
て

　
学
生
の
前
年
所
得
が
一
定
以
下

で
あ
れ
ば
、
申
請
に
よ
り
免
除
を

受
け
ら
れ
る
制
度
で
す
。

　
こ
れ
に
基
づ
い
て
保
険
料
を
免

除
さ
れ
た
期
間
は
、
受
給
資
格
期

間
と
し
て
参
入
さ
れ
ま
す
が
、　１０

年
以
内
に
追
納
し
な
い
と
満
額
の

老
齢
基
礎
年
金
は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
免
除
期
間
分
の
あ
る
保
険
料

は
、
卒
業
後
就
職
し
て
収
入
を
得

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
忘
れ
ず
に

追
納
し
ま
し
ょ
う
。

保
険
料
の
支
払
い
は
お
忘
れ

な
く

鰹問
 

市
民
課
国
保
年
金
係

拶
３
９
‐
２
３
０
１

開館時間は　　火～金曜日　午前１０時～午後６時
　　　　　　　土・日曜日　午前９時～午後５時　

●児童書（新着）
内田　麟太郎　どうしたの？

杉山　亮にゃんにゃん探偵団

アン・マーグリットリサ　ママへプレゼント

竹下　文子そらとぶクレヨン

●一般書（新着）
楡　周平異端の大儀（上・下）

林　真理子オーラの条件

赤川　次郎教室の正義

西村　京太郎十津川警部「雷鳥」蘇る殺意

内田　春菊私の中に答はあるか

森村　誠一野生の条件

催　し

富良野高校合同展　１９日画～２５日牙午後３時３０分まで展示ホール
絵本の読み聞かせ・映画・手づくり

紙芝居の集い １３日臥午前１０時３０分～

多目的ホール

ボランティアどんぐり おはなし会　

毎週水曜日午後３時～

絵本コーナー

休館日

定例休館日　毎週月曜日
整理休館日　２６日画
祝日休館日　３日我・４日牙・５日画

（５月）

鰹問 図書館
拶２２‐３００５

らの
アクアスイミング会員募集ふ

健康・ダイエット

ストレス解消のため

<プール>

活動日　５月９日～１０月２４日の間の毎週火曜日
　　　　午前１０時～正午

ところ　屋内プール
会　費　6,000円（一括・前納）

連絡先　秋山さん　拶２３‐６１６１

<健康体操>

活動日　５月１２日～１０月の間の毎週金曜日

　　　　１１月７日～４月の間の毎週火曜日

　　　　午前１０時～１１時

ところ　スポーツセンター２階
会　費　半期　４,８00円（一括・前納）
講　師　布施　明美先生

連絡先　諏訪さん拶２３‐３５８６ 宍戸さん拶２３‐２７０１

子どもの安心・自信・自由子どもの安心・自信・自由をを
考えてみませんか考えてみませんか？？

と　き　６月１０日臥　午後１時～３時
ところ　文化会館中会議室
講　師　CAPあさひかわ
内　容　講話とロールプレイング
　　　　・子ども自身が暴力などから自分

　　　　　を守るための教育プログラムの

　　　　　研修会

参加料　無料（託児：予約制・一人３００円）

鰹問 社会教育課　拶２３‐３５４５

CCAAPPととはは、、子子どどももががいいじじめめ・・痴痴漢漢・・誘誘拐拐・・虐虐

待待・・性性暴暴力力ななどどににああっったたとときき、、どどうう対対処処でできき

るるかかをを教教ええるる教教育育ププロロググララムムののここととでですす。。

～ CAPプログラム おとなワークショップ～　CAPプログラム　おとなワークショップ　～～

ふらの市民講座「自主企画」講座
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「２人ならんでひな祭り！」

　　齊藤　 柚羽 さん（７カ月）　
ゆ　う

　　齋藤　 美羽 さん（３歳）
み　う

　　　　　　　　　　　　　西町

お子さんの
写真を募集
しています！

表
彰
  お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
単
光
章
（
消
防
功
労
）

　
　
　
　
石
本
秀
喜
（
住
吉
町
）

瑞
宝
単
光
章
（
防
衛
功
労
）

　
　
　
　
　
楠
木
忠
男
（
緑
町
）

寄
付
  あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

富
良
野
市
へ

富
良
野
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
　
　
黄
色
い
帽
子
　
２
４
５
個

ふ
ら
の
農
産
公
社

　
　
　
　
　
　
金
　
５
０
０
万
円

富
良
野
商
工
会
議
所

　
　
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
　
２
６
５
個

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
へ

奥
山
富
蔵
（
春
日
町
）

　
ス
ラ
イ
ス
レ
ー
ル
ほ
か
　
８
点

寿
光
園
へ

菅
原
コ
ウ
（
東
京
都
多
摩
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
雑
巾
　
　
枚
５０

安
達
智
勝
（
山
部
）

　
　
　
　
　
　
　
み
か
ん
　
２
箱

入
交
時
男
（
山
部
）

　
　
　
　
　
じ
ゃ
が
い
も
　
　
㌔
３０

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
順
不
同
・
敬
称
略

「仲良し姉妹。
２人共大きくな～れ」

　小山  結芽瑠 さん
ゆ　め　る

(３歳）

　小山  夏那生 さん  
か　な　う

　(８カ月）

桂木町

間
を
置
い
た
鴉
の
声
や
春
日
和

松
藤
　
道
子

雪
に
挿
す
墓
前
の
花
の
赤
さ
か
な

根
本
　
　
宏

ト
ラ
ク
タ
ー
の
唸
り
脹
ら
む
春
耕
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  長
畑
　
靜
香

せ
せ
ら
ぎ
の
音
に
誘
わ
れ
蕗
の
薹

辻
　
　
ゆ
き

老
い
て
な
ほ
母
へ
の
慕
情
母
子
草
　

矢
倉
　
雪
子

叱
か
ら
れ
し
故
郷
の
道
母
子
草

中
島
美
枝
子

風
の
如
逝
き
に
し
ミ
ヨ
さ
ん
偲
び
ゐ
つ

空
家
に
２
月
の
雪
は
降
り
積
む
　
　
　
中
島
　
芙
蓉

陽
が
落
ち
て
今
日
も
終
へ
た
り
一
抹
の

わ
び
し
さ
胸
に
カ
ー
テ
ン
閉
ぢ
る
　
　
川
西
　
　
肇

王
冠
の
煌
き
に
似
て
ス
キ
ー
場
の

灯
り
は
富
良
野
の
夜
空
を
染
め
ぬ
　
   寺
島
　
君
子

君
が
折
り
わ
れ
息
ふ
き
入
れ
し
鶴
二
つ

並
ぶ
る
窓
に
降
る
名
残
り
雪
　
　
　
　
森
高
　
緑
子

庭
土
の
匂
ひ
立
ち
く
る
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

芽
吹
き
て
ツ
ン
ツ
ン
蕾
ふ
く
ら
む
　
　
岡
野
　
愛
子

じ   ん

ふらのの元気を紹介します！　われら ふらの人

左から

右から
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前
立
腺
が
ん
は
、
死
亡
者
が
急

増
中
の
が
ん
で
、
死
亡
者
数
は
　４０

年
間
で
　
倍
以
上
に
な
っ
て
お
り
、

１５

増
加
率
に
お
い
て
は
男
性
の
が
ん

の
中
で
は
最
も
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
将
来
的
に
は
更
に
増
え
続
け

る
と
み
ら
れ
、
い
ず
れ
死
亡
者
数

で
も
１
位
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で

は
な
い
か
と
い
う
予
測
も
あ
り
ま

す
。
　
早
期
の
前
立
腺
が
ん
は
、
自
覚

症
状
が
な
い
た
め
発
見
が
遅
れ
る

事
が
多
く
、
泌
尿
器
科
外
来
で
発

見
さ
れ
る
前
立
腺
が
ん
の
約
　
％
４０

は
す
で
に
他
の
臓
器
に
転
移
し
た

状
態
で
発
見
さ
れ
ま
す
。
早
期
発

見
に
は
、
前
立
腺
が
ん
検
診
の
受

診
が
唯
一
か
つ
有
効
な
方
法
で
す
。

検
診
発
見
が
ん
で
は
、　

％
は
転

９０

移
を
き
た
す
以
前
に
発
見
す
る
事

が
で
き
ま
す
。

　
前
立
腺
が
ん
検
診
に
は
、
お
も

に
血
液
検
査
・
直
腸
指
診
・
超
音

波
検
査
の
３
つ
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

実
際
に
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
血
液

検
査
が
行
わ
れ
る
事
が
多
い
よ
う

で
す
。

　
前
立
腺
が
ん
に
か
か
る
と
、
前

立
腺
か
ら
分
泌
さ
れ
て
い
る
P
S

A
（
前
立
腺
特
異
抗
原
）
と
い
う

物
質
の
量
が
急
速
に
増
加
し
、
血

液
中
に
流
れ
出
し
ま
す
。
こ
の
た

め
、
採
血
し
て
こ
の
P
S
A
の
量

を
測
定
す
る
事
で
か
な
り
の
確
率

で
が
ん
を
見
つ
け
出
す
事
が
で
き

ま
す
。

　
前
立
腺
が
ん
も
前
立
腺
肥
大
症

も
、　

歳
を
超
え
る
と
そ
の
病
気

５０

に
か
か
る
危
険
性
が
大
き
く
な
り

ま
す
。
前
立
腺
肥
大
症
は
病
気
の

初
期
か
ら
自
覚
症
状
が
出
ま
す
が
、

前
立
腺
が
ん
は
早
い
段
階
で
は
自

覚
症
状
が
出
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

残
尿
感
な
ど
の
症
状
が
出
た
ら
、

が
ん
が
成
長
し
て
い
る
事
も
あ
る

の
で
、
す
ぐ
に
前
立
腺
が
ん
検
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
た
と

え
自
覚
症
状
が
な
く
と
も
、　

歳
５０

を
超
え
た
ら
定
期
検
診
を
受
け
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
富
良
野
市
で
は
、
セ
ッ
ト
検
診

と
巡
回
ド
ッ
ク
（
農
村
地
区
）
の

中
で
前
立
腺
が
ん
検
診
（
血
液
検

査
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
日
程
は

次
の
通
り
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
下

さ
い
。

　◎
セ
ッ
ト
検
診

　
　
７
月
５
日
～
　
日
１１

　
　
平
成
　
年
１
月
　
日
～
　
日

１９

２６

２９

◎
巡
回
ド
ッ
ク
（
６
日
間
）

　
　
　
月
　
日
～
　
日

１０

１９

２７

お元気ですか　保健師です

●５０歳になったら…
前立腺がん検診を受けましょう！

Ｑ

A

ダイヤル交換市ダイヤル交換市
「
○
○
○
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
す
」
と
い
う
電

話
が
突
然
き
て
会
社
名
を
よ
く

聞
き
取
る
事
が
出
来
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
電
話
代
が
安
く
な

る
と
言
う
の
で
、
そ
ん
な
に
電

話
代
は
使
っ
て
な
い
の
で
い
ら

な
い
と
言
っ
た
の
に
「
セ
ー
ル

ス
が
近
く
を
回
っ
て
い
ま
す
の

で
、　

分
以
内
で
お
伺
い
出
来

１０

ま
す
か
ら
印
鑑
だ
け
用
意
し
て

下
さ
い
。
訪
問
を
了
解
し
て
頂

け
ま
す
か
？
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
ソ
フ
ト
な
セ
ー
ル
ス
さ
ん

の
話
を
聞
く
う
ち
、
契
約
書
に

印
を
押
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

後
で
見
て
も
電
話
の
何
の
契
約

を
し
た
の
か
分
か
ら
ず
、
気
持

ち
が
悪
い
の
で
解
約
し
た
い
と

思
い
相
談
し
ま
し
た
。

契
約
書
を
見
る
と
相
談

者
が
現
在
使
っ
て
い
る

会
社
と
は
全
く
別
の
会
社
と
の

マ
イ
ラ
イ
ン
登
録
契
約
で
し
た

が
、
相
談
者
は
別
会
社
と
思
っ

て
お
ら
ず
、
ま
た
マ
イ
ラ
イ
ン

登
録
変
更
に
は
８
４
０
円
の
手

数
料
が
か
か
る
事
を
全
く
説
明

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
業

者
に
そ
の
旨
電
話
し
た
と
こ
ろ
、

こ
の
電
話
で
解
約
を
受
付
け
る

と
い
う
事
で
解
決
し
ま
し
た
。

カ
タ
カ
ナ
で
似
た
よ
う
な
名
前

の
会
社
名
が
あ
っ
た
り
、
新
し

い
サ
ー
ビ
ス
が
次
々
出
て
く
る

た
め
、
わ
か
り
づ
ら
い
点
も
多

い
よ
う
で
す
。
お
か
し
い
な
と

思
っ
た
ら
、
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

消
費
者
相
談 
Ｑ
＆
Ａ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ビ
ジ
ネ
ス
っ
て　

何
で
す
か
？

◆登録・希望は随時受け付けます。
◆登録期間は６カ月です。

 譲ります 
捌ロールマッサージ捌男性大人用
スキーウエア捌縦型ブラインド捌
浴衣・帯捌ウエストベルトマシーン
捌イタリア製チェスト捌ドレッ
サー捌籐ついたて捌籐椅子捌扇風
機捌衣装かけ捌ラジオカセット捌
留袖捌吸入器

 譲ってください 
捌ジュニアシート捌ストーブガー
ド捌子ども用２段ベット捌テレビ
捌ベビーフェンス捌全自動洗濯機
捌緑峰高校男子制服捌留袖

※消費生活センター・各支所に「衣類回収ボックス」が設置されています。
　不要になった衣類（綿５０％以上のもの）の回収にご協力ください。

鰹問 消費生活センター 　拶３９‐１１６６
　月～金曜日 午前１０時～午後４時

※相談窓口・ダイヤル交換市は
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編集後記◆◆◆
■４月は入学式シーズンと
いうことで、小学校・看護学
校・ことぶき大学と各世代の
入学式にお邪魔しました。新
しい生活をはじめる方々に
触れ、昔を思い出し、何だか
ちょっと懐かしく感じまし
た。（と）

今月のラジオ

行政情報番組　ラジオ広報「ふらの」

・放送日時　毎週　月曜日～金曜日午前８時から８時５分

・放送内容　市からのお知らせやまちの話題など

まちづくり情報番組　元気ハツラツ！まちづくり

・放送日時　５月２７日臥　午前１０時から１０時４５分

・放送内容　新市長出演予定

今日から「東っ子」

４月６日に行われた東小学校の入学式

の１枚です。

東小学校では、元気なおともだちのこ

とを、「東っ子」と呼びます。

今年は、６０名の新しい「東っ子」が誕

生しました。


